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減損損失による特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 

当社は、このたび、特別損失（減損損失）を計上することになりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

1. 無機／有機ナノハイブリッド膜製造設備にかかる減損損失の計上について 

当社の無機／有機ナノハイブリッド膜事業は、当初計画していた収益性が確保できておらず、事業計画の見直

しをおこないました。同事業の事業用資産について、｢固定資産の減損に係る会計基準｣にもとづき、平成 27 年

3月期において、107百万円を減損損失として特別損失に計上する見込みであります。 

なお、同事業については、様々な分野における多くのお客様からの個別要求に応えるため、中期的な事業戦略

の観点にたち、研究開発体制の強化に向け経営資源を集中させてまいります。 

 

 

2. ニッケル水素電池用セパレータ製造設備にかかる減損損失の計上について 

当社のニッケル水素電池用セパレータは、当初計画していた収益性が確保できておらず、当該製造設備につい

て、「固定資産の減損に係る会計基準」にもとづき、平成27 年 3 月期において、18 百万円を減損損失として特

別損失に計上する見込みであります。 

 

3. 今後の見通し 

本件による平成27年3月期通期業績予想の修正はありません。 

 

 

以 上 


